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市内には緑が多く 、市域の85宙を占める|｣｣林

原野には、豊かな自然が広がっています。市民

憲章にも 「自然をたいせつにし美しいまちづく

り」 とうたわれています。

当市は、昭和29年に誕生して、早くも30年を

迎えます。 3月25日には、その記念事業の一つ

として、市民憲章推進協議会主催の「植樹祭」

が行われました。

場所は、森林公園と花貫ダムサイドの自然林

の｢|:'．岩噸町磯部神社の山桜なとゞ 150本を、巾

氏250人が手分けして植えました。

「大きく成長して花を咲かせたら、子や孫を

連れて見に来たい」 （市民） 「杣えた木を覚え

ておいて見守')たい」(ボーイスカ｢ラ トの児童）

と、それぞれに期待を込めて見つめていました。

植
樹
祭

テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 ． 1 152です《



予算総額95億5,702万3干臥『伸率g耐1%|

土木､教育､民生費と続く

グラフでみる5 g年度予算

h

論理 ！「常に市民のみなざんが納得す暑

的な裏づけのある行政」 。 「市民グ

ざんの参加をいただきながら、正し

心の通いあう、だれにも愛される旅

を念頭において予算案をつく り、床
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予算かきまりました。その概要をク

を中心にお知らせします㈲２
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一
般
会
計
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
五

億
三
千
九
百
万
円
増
の
六
十
七
億
三
千

万
円
（
伸
率
八
・
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）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
（
使
う
お
金
）
を
目
的
別
に
み

る
と
、
土
木
費
の
ト
ッ
プ
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
教
育
費
、
民
生
費
と
続
い
て
い

ま
す
。
総
務
費
だ
け
が
減
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
経
常
的
な
経
費
を
極
力
節

減
し
、
市
民
に
直
接
関
係
の
あ
る
事
業

に
ふ
り
む
け
た
た
め
で
す
。使 うお金

予算総額

3,000万円
F蕊詞は58年度

会計別の予算額
（単イ(単位《

》
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教育責

35 ， 200円

土木 冑

39，600円 一 般 会 計 6,730,000

国民健康保険事業 1,136,609
特

別 霊園事業 2,263
会

臺上

面’ 老人保健事業 1,131,612

6，730，000

1,136,609

8.7

衛生 黄

13, 300円

民生 責

31, 700円

9．7

2.7

農林水産業費

12 ， 700円

消 防 黄

10,100円 4．4

企
業
会
計

，
△
云

計

水道事業 438,110労働 費

2,700円

商工 責

2 ， 100円

31.2

工業用水事業 118,429

／と、 計 9,557,023口 9,557,023

4．6

その他49， 500円

|使うお金一人当たり
9．1

96,900円ですの総額は…1
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よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
ゞ
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付
税
Ｉ
減
る

地
方
交
付
税
と
は
、
国
か
ら
市
に
交
付
さ
れ

る
お
金
で
、
市
の
主
な
財
源
と
し
て
大
切
な
も

の
で
す
．
五
十
九
年
度
は
、
前
年
度
に
比
へ
て

約
一
億
五
千
万
円
も
減
り
ま
し
た
。
地
方
財
政

の
苦
し
い
時
代
が
さ
ら
に
続
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
多
く
の
行
政
需
要

を
消
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
は
財
政
の
健
全
化
を
強
力
に
お
し
す
す
め
、

市税伸長の度合

いをみると
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【市税の構成をみると】 入るお金

一般会計単位パセント

～

目ljl lJ百

【市税を－人当たりでみると】 ー

固定資産税

28， 200円

市民税

32, 500円

都市計画税

4 ､ 400円

電気税

7,000円

たばこ消費税

4 ， 200円

そ の 他

700円

市税一人当たりの総額は･9｡77,000円です
(3)



市の予算は、何らかの

かたちで、くらし．に

結びついています。予

算の使いみちをお知ら

市
民
の
健
康
づ
く
り
と

福
祉
の
充
実

つ の
び
と
だ
く
ま
し
く
青

や
蕾

せします。の
整
備

″
く
ら
し
〃
に
結
び
つ
く

の
び

●
現
在
保
健
婦
は
四
人
い
ま
す
か
一
人

増
や
し
、
市
民
の
健
康
管
理
の
指
導
に

力
を
入
れ
ま
す
。

●
多
く
の
市
民
か
ら
強
い
要
請
が
あ
る

斎
場
の
建
設
は
、
火
葬
場
と
の
併
設
を

考
え
な
か
ら
昭
和
六
十
年
腱
か
ら
着
手

一
》

●
松
岡
中
学
校
々
舎
を
改
築
し
ま
す
。

現
在
の
敷
地
を
一
部
拡
張
し
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ト
三
階
建
て
に
な
り
ま
す
。

昭
和
六
十
年
九
月
か
ら
新
し
い
校
舎
で

勉
強
が
で
き
る
予
定
で
す
。

●
秋
山
中
学
校
に
プ
ー
ル
を
建
設
し
ま

す
。
今
年
の
夏
に
、
間
に
合
う
よ
う
に

59年度の施政方針をのべる大高市長

三
月
八
日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
市
議

会
で
、
市
長
は
昭
和
五
十
九
年
度
の
市
政
を
す

す
め
る
に
あ
た
っ
て
、
市
政
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
と
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
政
策
の
方

向
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
、
高
萩
市
制
施
行
三
十
周
年

と
い
う
意
義
あ
る
年
を
迎
え
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
飛
躍
し
た
い
と
新
た
な
決
意
を
示
し
ま

し
た

す
す
め
ま
す
。

●
公
民
館
、
文
化
会
館
、
体
育
施
設
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
等
の
利
用
促
進
ル

各
種
講
座
、
自
主
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

●
市
立
図
書
館
の
円
滑
な
運
営
を
図
り

な
か
ら
、
市
民
一
人
一
冊
を
目
標
に
、

図
書
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

定
し
、
空
き
缶
の
散
乱
防
止
と
そ
の
効

果
的
な
回
収
を
図
り
ま
す
。

●
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
老
人

福
祉
と
生
き
が
い
対
策
に
努
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

資
金
貸
付
制
度
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●
新
た
に
、
重
度
身
体
障
害
者
が
自
動

車
で
通
勤
す
る
場
合
に
燃
料
費
を
補
助

し
た
り
、
障
害
児
の
い
る
保
育
園
に
は

奨
励
補
助
を
し
た
り
し
ま
す
。

●
国
民
健
眼
事
業
に
つ
い
て
は
、
制
度

●
歴
史
民
俗
資
料
館
の
運
営
を
充
実
し

ま
す
。

●
青
少
年
の
非
行
、
暴
力
行
為
等
に
対

し
て
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

非
行
化
防
止
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
青
少
年
の
団
体
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
石
滝
公
民
館
を
改
築
し
ま
す
。

； 小山ダﾑや常磐 ；
I I

： 自動車道を軸に ま更

ち
享 国県の事業である小山ダﾑの建設とづ

捕磐自動車道の建設の促進を市民の協く

ミカをえ通がらt位計画と合わせ､ まちり
の

÷づく りをすすめます｡ また､広域農道､基
享海岸の整備､県道の整備促進､手細工本
亨業団地への企業誘致等に力を入れてい を
更 ’
: <ことが基本的なことです。

更
更
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溌獅、
人福祉対策事業

1億6，851万円

体障害者対策事

9,740万円

菫福祉費

2億8， 598万円

健予防対策経費

4，213万円

●松岡中学校々舎改

築事業

3億7，617万円

（第1年次分）

●秋山中学校プール建設

業 5， 161万円

●石滝公民館改築事

業 1 ，438万円

(4)
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§瀧激

人
間
優
先
の
生
活
環
境

の
整
備

活
力
あ
る
市
民
生
活
を

つ
く
り
だ
す
産
業
の
振

興健
全
財
政
の
確
立

－割

す
る
た
め
の
準
備
を
す
す
め
ま
す
。
●
ね
た
き
り
老
人
、
独
居
老
人
に
対
す
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
え
な
が
ら
、

●
空
き
缶
等
回
収
に
関
す
る
条
例
を
制
る
家
庭
奉
仕
貝
制
度
や
老
人
居
室
整
備
効
率
的
な
運
営
を
し
ま
す
。

●
住
民
の
要
求
を
適
確
に
把
握
し
、
行

政
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
経
費
の
節

減
を
し
ま
す
。

●
行
政
の
責
任
で
や
る
べ
き
範
囲
と
市

民
自
身
の
責
任
で
行
う
べ
き
範
囲
を
明

確
に
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効

率
的
な
活
用
を
し
ま
す
。

●
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減
額
と
い
う

●
国
の
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
、
道

路
改
良
、
舗
装
、
側
溝
、
排
水
路
、
路
肩

整
備
、
河
川
改
修
、
橋
り
ょ
う
架
替
え

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
高
浜
市
営
住
宅
及
び
第
二
高
浜
市
営

住
宅
の
建
て
が
え
を
し
ま
す
。

●
機
能
的
で
秩
序
あ
る
都
市
環
境
づ
く

り
の
基
盤
と
な
る
町
西
側
区
画
整
理
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
都
市
計
画
街
路
、
公
園
、
都
市
下
水

●
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
土

地
改
良
事
業
、
農
道
整
備
事
業
、
水
路

改
修
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

●
特
に
花
貫
川
流
域
地
区
県
営
土
地
改

良
事
業
の
調
査
の
負
担
金
を
予
算
化
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
促
進
さ
れ
ま
す
と
優

良
農
地
の
確
保
は
も
と
よ
り
生
産
性
の

高
い
農
業
経
営
が
図
ら
れ
ま
す
。

●
農
業
後
継
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
畜
産
農
家
を
は
じ
め
畜
産
団
地
入
植

ー

厳
し
い
な
か
で
、
国
県
の
制
度
を
最
大

限
に
活
用
し
な
が
ら
、
収
入
の
増
を
図

り
ま
す
。

●
市
債
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
良

質
な
資
金
を
活
用
し
ま
す
。

●
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
す
す
め
、
市

自
身
の
体
力
を
つ
け
ま
す
。

路
の
整
備
も
行
い
ま
す
。

●
交
通
安
全
施
設
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
事
故

防
止
運
動
を
展
開
し
、
特
に
死
亡
事
故

追
放
を
目
ざ
し
て
最
善
の
努
力
を
し
ま

す
。●

上
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水
道
事
業
、

常
磐
自
動
車
道
建
設
事
業
関
連
に
伴
う

本
管
の
延
長
工
事
、
小
島
団
地
等
の
給

排
水
管
の
布
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

者
の
育
成
指
導
を
行
う
と
と
も
に
常
陸

牛
の
産
地
化
に
努
め
ま
す
。

●
多
賀
地
区
緑
化
推
進
記
念
事
業
を
高

萩
市
と
多
賀
林
業
振
興
会
が
主
催
で
実

施
し
、
植
樹
祭
を
行
い
ま
す
。

●
緑
の
広
場
整
備
事
業
を
地
域
住
民
の

積
極
的
な
参
加
の
も
と
に
、
実
施
し
ま

す
。●

商
店
街
の
環
境
整
備
や
自
治
金
融
利

子
等
に
対
す
る
補
助
を
し
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
は
、
日
立
・
高
萩
・

十
王
広
域
下
水
道
組
合
を
事
業
主
体
と

し
て
、
終
末
処
理
場
の
建
設
を
し
ま
す
。

●
二
か
年
継
続
事
業
で
行
わ
れ
て
い
た

消
防
庁
舎
が
東
本
町
に
で
き
あ
が
り
ま

す
。●

災
害
時
の
通
信
網
の
確
保
を
図
る
た

め
、
防
災
無
線
を
設
置
し
ま
す
。

●
民
間
資
本
に
よ
る
優
良
住
宅
団
地
の

造
成
や
小
島
住
宅
団
地
を
促
進
し
ま
す
。

●
手
綱
工
業
団
地
へ
の
積
極
的
な
企
業

誘
致
を
行
い
ま
す
。

●
観
光
総
合
案
内
板
を
駅
前
に
設
置
し

ま
す
。

●
市
制
三
十
周
年
記
念
と
し
て
、
産
業

祭
、
文
化
祭
、
市
民
号
の
実
施
、
式
典

な
ど
を
行
い
ま
す
。

ｰ可

●土地改良事業 ●老●道路・河川整備事業

4億4， 397万円

●市営住宅建設事業

4億3， 921万円

●区画整理、都市下水路整備
事業 1億2，691万円

●公共下水道事業負担金

1億 886万円

●集会所建設事業

1 ， 536万円

1億1 ， 990 5円

●山村林業構造改善事業

5 ， 559万円

●松くい虫防除対策経費

2， 235万円

●商工会運営等助成金

1 ， 239万円

身
業
児

●
●

●保

(5)
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二
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マ
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ロ
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昭

和

五

十

九

年

第

一

回

高

萩

市

議

会

定

例

会

ら

諸

施

策

に

つ

い

て

執

行

部

と

の

活

発

な

意

見

は
、
三
月
八
日
開
会
し
、
十
四
日
間
の
会
期
で
の
や
り
と
り
か
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

審
議
が
行
わ
れ
、
二
十
一
日
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
ぞ
れ
の
委
員
会
で
も
熱
心
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
定
例
会
は
、
新
年
度
の
予
算
な
ど
を
決
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
人
事
案
件
一
件
、
当

め
る
議
会
で
、
決
算
を
審
議
す
る
十
二
月
定
例
初
予
算
六
件
、
補
正
予
算
七
件
、
条
例
関
係
十

会
と
な
ら
び
重
要
な
議
会
の
一
つ
で
す
。
い
わ
三
件
、
そ
の
他
四
件
の
合
計
三
十
一
件
す
べ
て

ば
昭
和
五
十
九
年
度
の
高
萩
市
の
方
向
づ
け
の
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

意
味
を
も
つ
議
会
で
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

本
会
議
の
一
般
質
問
で
は
、
十
人
の
議
員
か

二

邑

番

冒

二

エ

ロ

モ

且

皇

舌

匡

工

日

二

邑

量

■

二

“

等

号

目

臣

区

量

弓

冒

Ｆ

呈

量

匿

垂

二

呈

日

■

諄

雷

宮

玉

Ｅ

箒

で

宮

壷

昌

当

塁

・

ご

副

帯

■

呈

医

Ｒ

三

量

雪

己

ｒ

弓

二

・

三

「

Ｅ

３

診

日

毛

匡

垂

壹

Ｅ

Ｒ

一

言

１

ロ

冒

三

■

要

二

日

冒

壹

三

公

布

さ

れ

た

の

で

条

例

を

制

定

）

担

金

等

徴

収

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

（

多

人
事
案
件

○
高
萩
市
空
き
缶
等
回
収
に
関
す
る
条
賀
区
域
農
用
地
開
発
公
団
事
業
に
よ
り

○
高
萩
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
貝
会
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
空
き
缶
等
の
散
実
施
さ
れ
た
土
地
基
盤
整
備
事
業
に
係

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
乱
防
止
と
地
域
の
環
境
美
化
の
促
進
及
る
事
業
費
の
負
担
分
を
事
業
参
加
者
か

佐
川
好
男
氏
（
大
能
）
に
同
意
び
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
ら
徴
収
す
る
た
め
の
条
例
の
制
定
）

図
る
た
め
の
条
例
の
制
定
）
○
高
萩
市
水
道
事
業
及
び
工
業
用
水
道
事

条
例
関
係

○
高
萩
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
制
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

○
高
萩
市
長
選
挙
公
営
立
会
演
説
会
条
定
に
つ
い
て
（
森
林
法
第
二
十
一
条
に
正
に
つ
い
て
（
高
萩
・
北
茨
城
広
域
工

例
の
廃
止
に
つ
い
て
（
公
職
選
挙
法
の
基
づ
く
火
入
れ
に
関
す
る
事
務
を
市
町
業
用
水
道
企
業
団
の
設
立
に
伴
う
給
水

一
部
改
正
に
よ
り
立
会
演
説
会
に
関
す
村
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
区
域
の
特
定
）

る
規
定
が
削
除
さ
れ
、
こ
の
条
例
を
廃
た
め
の
条
例
の
制
定
）

止
）
○
高
萩
巾
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
設
置
予
算
関
係

○
高
萩
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

例
の
制
定
に
つ
い
て
（
地
方
公
務
員
法
に
つ
い
て
（
秋
山
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
算

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
か
昭
和
五
十
の
新
設
）
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

六
年
十
一
月
二
十
日
法
律
第
九
二
号
で
○
高
萩
市
農
用
地
開
発
公
団
事
業
費
負
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

一
》

’市議会だより

新
年
度
予
算
な
ど
可
決
さ
れ
る

| 3月定例会
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

事
業
特
別
会
計
予
算

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
予
算

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
予
算

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算

○
市
有
財
産
の
取
得
及
び
処
分
に
つ
い

て
（
多
賀
区
域
農
用
地
開
発
公
団
事
業

の
完
了
に
伴
い
、
茨
城
県
か
ら
農
業
用

施
設
及
び
農
機
具
、
家
畜
を
取
得
し
、

入
柿
者
に
処
分
す
る
も
の
）

○
高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企

業
団
の
設
立
に
つ
い
て
（
高
萩
市
及
び

北
茨
城
市
に
お
け
る
工
業
用
水
道
事
業

を
共
同
で
処
理
す
る
た
め
の
水
道
企
業

団
の
設
立
）

○
手
綱
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
に
つ

い
て
（
ニ
ッ
カ
ン
エ
業
株
式
会
社
の
進

出
を
認
め
る
）

○
市
道
路
線
の
認
定
基
準
に
つ
い
て

○
常
設
区
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

○
福
祉
行
政
の
件
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
報
告
に
つ
い
て

○
県
北
臨
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
基
本

構
想
に
つ
い
て
（
二
件
）

○
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

○
道
路
行
政
に
つ
い
て

○
婦
人
の
社
会
的
地
位
向
上
に
行
政
が

果
す
役
割
に
つ
い
て

そ
の
他

般
質
問
の
要
旨

ｰｰ

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
民
間
林
業
労
働
者
の
雇
用
安
定
労
働

条
件
等
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
請
願

○
ビ
ジ
・
不
ス
ホ
テ
ル
建
設
反
対
に
関
す

る
陳
情

○
外
国
人
登
録
法
（
指
紋
押
捺
な
ど
）

の
是
正
を
求
め
る
意
見
害
提
出
に
関
す

る
陳
情

○
社
会
保
険
関
係
行
政
事
務
の
県
移
譲

と
職
員
の
身
分
の
地
方
移
管
に
関
す
る

意
見
害
提
出
方
の
請
願

〔
議
会
事
務
局
〕

○
金
婚
の
祝
い
に
つ
い
て

○
常
磐
自
動
車
道
に
伴
う
雨
水
の
対
策

に
つ
い
て
（
関
根
川
）

○
小
島
団
地
と
の
通
学
路
に
つ
い
て

○
市
立
公
園
の
設
置
に
つ
い
て
（
竜
子

城
跡
）

○
松
岡
中
学
校
建
設
に
つ
い
て

○
保
育
行
政
に
つ
い
て

○
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

○
集
会
所
と
公
民
館
分
館
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
街
路
３
．
３
．
９
号
線
に
つ

い
て

○
離
岸
提
に
つ
い
て

○
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て

○
市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
後
援
会

費
と
教
育
振
興
費
に
つ
い
て

○
松
岡
城
吐
に
つ
い
て

○
科
学
博
の
対
策
に
つ
い
て

○
小
山
ダ
ム
に
つ
い
て

○
市
職
員
の
処
分
問
題
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
書
審
議
結
果

(6)



4月2日付

市役所の人事異動及び新任職員

【部長】▽参事兼福祉事務所長＝鈴木八郎（給食センター所二
三

長）▽参事兼給食センター所長＝二瓶省三（庶務課長） 三
三

【課長】▽商工課長＝高野忠信（職員課長）▽職員課長＝伊二
三

藤平樹（庶務課長補佐）▽庶務課長＝渡辺俊也（市民課長） 三
三

▽市民活動課長＝作山南雄（保険年金課長補佐）▽市民課長三
三

＝棚谷寿夫（文化会館長） 三
二＝

○嘱託文化会館長＝大和田槽次郎 三三
二二

【課長補佐】▽市民課長補佐兼市民係長＝沼田有功（水道課二
三

長補佐）▽建設課技佐兼土木係長＝星幸一（水道課技佐）▽三
三

水道課技佐兼工務係長＝藤田一夫（農林課農業土木係長）▽三
三

福祉事務所長補佐兼援護係長＝松本三郎（商工課長補佐）▽三
三

衛生課長補佐兼予防衛生係長＝相良光男（高萩市・十王町事三
三

務組合北部衛生センター場長）▽高萩市・十王町事務組合北三
三

部衛生センター場長＝佐藤猛（衛生課予防衛生係長） 三
三

【係長1▽商工課観光係長＝豊田令一（市民活動課広報広聰三
三

係長）▽農林課農業土木係長＝櫛田勝敏（建設課土木係長） 三
三

▽保険年金課国民年金係長＝小林賢一（農林課農業土木係主三
三

三

任）▽市民活動課広報広聰係長＝佐l l l春久（税務課固定資産三
三

税係主幹） 二三

【昇格】▽多賀地方農業共済事務組合局長（参事） ＝沼田栄三
三

（同局長）▽高萩市・十王町事務組合主査兼庶務係長＝三
三

斉藤博（同係長）▽農林課長補佐兼農林係長＝豊田信二三
三

（ |司係長）▽保険年金課長補佐兼医療福祉係長＝大高五郎(同三
三

国民年金係長）▽水道課長補佐＝大高重行（同業務係長） 三
三

▽水道課業務係長＝大武時男（同主幹）▽水道課給水係長＝二
三

狩野正刷（同主任）▽職員課職員係長＝椎名忠義（同主幹） 三冒三
三

▽図書館長心得＝矢野正三（ |司主任）▽農業委員会庶務係長三
三

＝鈴木仁（同主任）▽社会福祉協議会係長＝黒沢行雄（ |司主三
三

任） ※係長以上です 三三
三

〔新任職員〕 三
三

○郷士明男（水道課業務係）○樫村浩明（税務課固定資産税二
三

係）○鈴木稚夫（衛生課公害係）○鈴木則子(市民課市民係） 三
三

○稲部隆一（都市計画課庶務計画係）○吉田正彦（企画開発三
三

課企画係）○草野リカ （衛生課子|坊衛生係）○伊藤昭吉（農三
三

林課農林係）○長久保孝徳（歴史民俗資料館）○小野寺初美三
三

（給食センター）○沼田雅彦（日立・高萩・十王広域下水道三＝

三

組合）○石和久（高萩小学校用務手） 三

－階の展示室

了可

俗資|歴史民 館料 ー

I

昭
和
五
十
七
年
七
月
か
ら
通
間
産
業
省
の
補

助
（
工
業
再
配
置
促
進
費
）
を
受
け
て
建
設
を

進
め
て
い
た
歴
史
民
併
資
料
館
が
、
昨
年
十
二

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
場
所
は
文
化
会
館

の
わ
き
で
、
図
書
館
と
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建
て
、
延
床
面
積
約
六
八
五
唾
展

示
室
は
、
一
階
に
第
一
展
示
室
、
特
別
展
示
室
、

二
階
に
第
二
展
示
室
が
あ
り
、
現
在
一
階
の
二

つ
の
展
示
室
を
使
っ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
展
示

資
料
は
、
上
君
田
か
ら
出
土
し
た
旧
石
器
類
、

日
本
で
最
初
に
経
緯
線
を
用
い
日
本
地
図
を
作

っ
た
当
市
出
身
の
長
久
保
赤
水
関
係
の
地
図
・

聰
ｊ
主
産
栄
一

‐し‐Ｌ〕

可１－－。

蟹
蕊
噺
お
お
態
鐙
蕊
嫁
鴛
沁
講
す

書
籍
等
、
昔
の
生
活
を
し
の
ぶ
民
併
資

料
な
ど
か
あ
り
ま
す
。

現
在
科
学
技
術
の
進
歩
や
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
っ
て
、
昔
の
生
活
用
具

か
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当

資
料
館
で
は
、
民
俗
資
料
を
わ
れ
わ
れ

の
子
孫
に
伝
え
る
こ
と
を
使
命
と
考
え
、

生
活
用
具
な
ど
を

溌
燕
，
濯
蕊
逢
篭
残
す

‐

調
査
収
集
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
資
料
を
保
存
・
展
示
し
て
い
き
ま
す
。

ご
家
庭
で
昔
使
っ
た
生
活
用
具
・
生

産
用
具
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
資
料
館

（
恋
２
３
１
７
２
２
９
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
半
ま
で
で
す
。
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2月19日に行われた第7回北茨

城剣道大会で、高萩武徳殿少年剣

士隊が見事な成績をおさめました。

○低学年の部個人戦

優勝神代公司（高小5年生）

3位石川智則（高ﾉj､3年生）

蕊…鍵
無

釣
り
人
口
は
年
々
増
え
る
一
方
で
、
市
内
に

も
愛
好
家
が
多
く
、
高
萩
魚
友
会
が
主
催
す
る

い
し
も
ち
釣
り
大
会
へ
も
、
多
く
の
市
民
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

「
釣
り
は
、
工
夫
し
た
仕
掛
け
や
技
術
を
使
っ

て
い
か
に
魚
を
釣
り
上
げ
る
か
を
楽
し
む
も

の
で
、
魚
を
捕
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り

華
ま
せ
ん
。
前
の
晩
の
仕
掛
け
作
り
も
楽
し
み
の

り
一
つ
な
の
で
す
」
と
、
会
長
の
藤
田
光
昭
さ
ん
。

勺蒄
高
萩
魚
友
会
で
は
『
ハ
ゼ
や
ア
ユ
を
求
め
て

禿
近
郊
の
沼
や
川
に
出
か
け
、
優
雅
に
釣
り
を
楽

イ
し
ん
で
い
ま
す
が
、
昔
に
比
べ
、
魚
の
種
類
・

罹
数
・
釣
り
場
と
も
に
減
少
し
続
け
て
い
る
こ
と

の
を
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

稗
・
入
会
申
込
先
藤
田
宅
（
ａ
一
三
～
三
一
三

日

▲
五
一
ま
で

魚
・
釣
り
場
の
減
少

心
配
で
す

｛
）

3月14日、秋山中3年生が学校

の周'）を中心に空カン回収奉仕作

業を行いました。

卒業を前にしての奉仕作業に、

みんなで力を合わせていました。 。l l l l l l l l I1 I l l l l l l l J 「 l l l l l l l l l l l l l l Il l l l l 』l l l l l l l l l l l l l i 「 l l l l l l l l l l l l l l l l l l I I l lⅡ lⅡ1 1Ⅱ1 1ⅡⅡ I I l l l ll l ll I l l l l l I l l l l l I I I l l l l l l l l l l II l l l I ' ' ' ' ' ' 11Ⅲ｢ⅡⅡ1 1 1Ⅱl l l ll l i I IⅡⅡⅡⅡl I lⅡ11ⅡⅡⅡⅡlⅡ

横
川
小
・
君
田
小
の
児
童
七
十
二
人
に
よ
る

野
外
観
察
学
習
会
が
三
月
八
日
、
瓜
連
町
の
古

徳
沼
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
徳
沼
は
、
毎
年
シ
ベ
リ
ア
な
ど
か
ら
オ
オ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
百
二
十
羽
、
カ
モ
類
九
百
羽
が
渡

っ
て
く
る
〃
野
鳥
の
楽
園
〃
で
す
。
児
童
た
ち

は
、
日
本
野
鳥
の
会
メ
ン
、
ハ
ー
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
熱
心
に
観
察
。
パ
ン
く
ず
を
食
べ
に
近

づ
い
た
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
大
き
さ
、
美
し
さ

に
驚
き
、
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

懸
馴
蝿

獅
Ⅷ

拳
巽
》
《

〃
白
烏
の
訪
れ
る
沼
″

“

横
小
・
君
小
児
童
が

野
外
観
察
学
習
会

コワ

文
化
会
館
の
あ
ゆ
み
を

文
化
会
館
の
ホ
ワ
イ
エ
に
、
い
ま
ま

で
の
自
主
事
業
の
ポ
ス
タ
ー
、
色
紙
及

び
写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
文
化
会

館
の
あ
ゆ
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
・

四
月
三
十
日

「
高
萩
浪
曲
名
人
会
」

○
時
間
午
後
二
時
開
演

○
演
目
・
出
演
者

漫
談
浪
曲
イ
エ
ス
・
玉
川

想
い
出
の
浪
曲
も
の
ま
ね
集

前
田
勝
之
助

左
甚
五
郎
伝
「
猫
餅
由
来
」

沢
孝
子

忠
治
山
形
屋
玉
川
勝
太
郎

塩
原
多
助
江
戸
日
記
浪
花
家
辰
造

○
入
場
料
二
千
円
（
全
自
由
席
）

五
月
五
日

「
お
楽
し
み
子
供
映
画
会
」

○
時
間
午
前
十
時
、
午
後
二
時
開
演

（
二
回
上
映
）

○
題
名
「
キ
ャ
プ
テ
ゞ
ご

「
イ
ソ
ヅ
プ
物
語
」

○
入
場
料
大
人
五
百
円

中
学
生
以
下
三
百
円

親
子
六
百
円

五
月
六
日「

名
画
鑑
賞
会
」

○
時
間
午
前
十
一
時
、
午
後
二
時

（
二
回
上
映
）

○
題
名
「
ザ
・
デ
イ
・
ア
フ
タ
ー
」

○
入
場
料
大
人
千
円
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弓
５
４
ｒ
可
￥
●
Ｉ
目
■
再

団

五

Ｆ

■

弓
丑
Ｔ
Ｉ
詮
■
且
『
ｒ
丞
蓮
日
当

宇
ｒ
工
§
囚

＃
零
、
蚕
“
ｚ
画
Ｉ
署

一ｒ

塁
下
里
三
・

■
写
■

夕
可
訂
二
刊
０
潭
五

蕊

霧騨
蕊 識錘

3月18日、高萩工業高校と高浜グラン

ドてスポーツ少年団の交流会（サッカー

試合）か行われました。

市内には、野球・相撲・柔道・剣道・

サッカーのスポーツ少年団があり、 21団

450人の団員がいます。工業高校生が審

判や係員を務める中で、 スポー､ソに親し

む者同士、仲良く競技を楽しみました。

。
Ｉ
正

■酉

且里

■

旦昌

ｄ

■

ユ

■丑冒

届

■■旨

コ

凸ヨ

ヨ里

■
■
■
石

・
２
１
可
．
Ｅ

日
Ｅ
ｑ
■
Ｉ
・

ー

－

浄
水
場
の
は
た
ら
き

．
安
心
し
て
飲
め
る
水
に

川
や
湖
の
水
、
地
下
水
な
ど
は
そ
の

一
一
ま
ま
で
は
飲
・
め
ま
せ
ん
。
水
道
は
、
こ

一
一
れ
ら
の
水
を
安
心
し
て
飲
め
る
き
れ
い

な
水
に
し
て
、
皆
様
の
ご
家
庭
に
お
届

一
け

し

て

い

ま

す

。

◎
水
源
か
ら
家
庭
ま
で

花
貫
川
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
は
、
浄

水
場
へ
送
ら
れ
、
沈
で
ん
池
、
ろ
過
池

水
場
へ
送
ら
れ
、
沈
で
ん
池
、
ろ

’を
通
っ
て
水
の
汚
れ
を
落
と
し
、

に
塩
素
で
消
毒
し
て
飲
め
る
水
に

ー

、

3－

上
君
田
文
添
地
区
に
は
、
約
一
、
○

○
○
疵
に
わ
た
っ
て
福
寿
草
の
群
生
が

見
ら
れ
ま
す
。

場
所
は
鈴
木
猛
さ
ん
宅
の
裏
山
で
、

百
年
も
前
か
ら
毎
年
花
を
咲
か
せ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

「
例
年
に
な
い
大
雪
で
大
半
は
ま
だ
雪

の
下
で
す
が
、
一
面
に
咲
い
た
景
色
は

す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
福
寿
草
か
力

強
く
生
き
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
元
気

づ
け
ら
れ
て
、
生
涌
の
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
，

印
’

’

ｒ

Ｌ

１

Ｉ

ｆ

ｈ

Ｉ

Ｈ

胆

．

４
５
Ｊ
腰
．

咄

ｉ
Ｉ
●
ｏ
ｒ
！
…
’

ｉ

ｆ

屋

■

酢

Ｉ

Ｊ

Ｉ

等

１

Ｊ

牙

発

世

黒

口

恥

５

浬

Ｉ

Ⅵ

Ｕ

呵

房

乳

１

割

亜

目

１

■

計

日

唱

Ｉ

樹
令
約
百
年

水
と
生
活

「
／
に
し
て
出
来
た
水
は
、
市

’
蚤
Ｔ
ｂ

し
ま

内
の
配
水
池
に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
配

水
管
を
通
っ
て
皆
様
の
ご
家
庭
に
届
き

ま
す
。

◎
限
り
あ
る
水

利
用
可
能
な
水
資
源
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
水
道
の
便
利
さ
に

慣
れ
て
、
い
つ
し
か
ふ
ん
だ
ん
に
水
を
一

使
う
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
一

の
よ
う
な
生
活
習
慣
を
改
め
る
こ
と
に
一

よ
っ
て
、
新
た
な
水
資
源
を
生
み
だ
す

こ
と
と
同
じ
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る

の
で
す
。
い
わ
ば
、
無
駄
な
水
を
使
わ

な
い
こ
と
か
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る
身

近
な
水
資
源
の
開
発
な
の
で
す
。
日
常

群
獅
姉
睦
蹄
詮
岐
距
罹
銅
版
野
桔
理
的
一

第
十
一
一
回
社
会
福
祉
大
会

I ｰ

水
道
課
‐
割

3月23日、文化会館で行われました。
参加折は550人。

住民の自主的参加による地域描祉活動
のいっそうの推進を誓い合いました。

－

高
校
生
八
百
円

中
学
生
以
下
五
百
円

※
あ
ら
す
じ

米
国
カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
か
ソ
連
の
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
た
と
い
う
想
定
の

こ
の
映
画
の
凄
惨
さ
は
、
現
代
人
に
と

っ
て
ま
さ
に
絵
そ
ら
ご
と
で
は
な
い
。

六
月
十
七
日

「
名
画
鑑
賞
会
」

○
題
埆
「
男
は
つ
ら
い
よ
口
笛
を
吹
く

寅
次
郎
」

「
居
酒
屋
兆
補
」

六
月
二
十
四
日

「
前
橋
汀
子

バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

七
月
二
十
四
日

「
松
竹
大
歌
舞
伎
特
別
公
演
」

○
出
演
中
村
雀
右
衛
門
、
尾
上
菊
五

郎
、
市
川
海
老
蔵
ほ
か

九
月
六
日「

松
竹
新
派
公
演
」

○
出
頗
水
谷
良
重
、
菅
原
謙
二
、
林

与
一
、
岩
井
半
四
郎
ほ
か

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

田
所
書
店
・
仲
屋
書
店
・
深
谷
書
店
．

日
立
市
民
会
館
・
ビ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯

原
）
・
文
化
会
館

今
後
の
蕊
溌
溌

催
し
物
予
定
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交通死亡事故

上手綱･安良川地内で ｢クリーン高萩｣を目指して

(ー3月18日、上手綱地内の見通しの悪い

カーブでトラックとバイクが衝突し、バ

イクを運転していた高校生が頭を強く打

って死亡、今年市内で最初の死亡事故と

なりました。

翌19日、安良川の石井自動車修理工場

前交差点で、一旦停止を怠ったワゴン車

とバキュームカーが衝突し、 1人死亡、

5人の重軽傷者を出す事故となりました。

この交差点は、県道と市道が交差し、市

道を通行する車輌は一旦停止となってい

ますが、最近市道か、整備されたため、市

道の方が優先だと勘違いして一旦停止を

怠っている車が多いようで､す。

交差点て､は必ず安全を確かめましょう。

4月6日から10日間にわたり 「春の全

国交通安全連動」か展開されます｡特に、

運動の重点である二輪車の事故防止とい

うことで、ヘルメッ |､着用の励行を図る

よう指導強化がなされます‐

空き缶条例を施行

〃
一
度
く
ら
い
〃
〃
一
つ
だ
け
〃
…
…
。

こ
う
し
て
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
締
が

街
を
汚
し
、
自
然
を
損
い
、
〃
空
き
缶

公
害
〃
と
ま
で
い
わ
れ
る
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
「
高
萩
市
空
き
缶
等
回
収
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
。
こ
の
条
例
に

は
、
空
き
缶
・
空
き
ピ
ン
・
紙
パ
ヅ
ク

の
散
乱
防
止
と
そ
の
効
果
的
な
回
収
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
四
月
一
日

か
ら
、
「
ク
リ
ー
ン
高
萩
」
を
目
指
し

て
施
行
し
ま
し
た
。

市
民
・
事
業
者
の
皆
様
、
こ
の
条
例

の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

。
■
■
■
■
■
■
ｄ
Ｂ
５
■
印
■
岬
●
釦

や
め
よ
う
轆
溌

和
一
端
辛
い
》
《
》
》
睡
津
枠
討
心
酌
〆
軸
●
押
印
岬
《
小
頷
抄
罪
帝
討
邸
■
駅
。
ロ
《
。
。
‘
配
り
眼
恥
零
恥
眼
印
』
。
》
》
ロ
〆
〆
ワ
ロ
韻
。
。
■
》
和
や
》

殆
毎
●
。
。
・
・
・
・
口
曲
鈩
一
歩
。
。
。
Ｇ
●
■
Ｄ
ザ
・
恥
牝
。
恥
、
■
。
・
勺
恥
ｆ
Ｄ
。
．
■
■
か
。
ｑ
口
・
ロ
。
。
。
．
■
。
・
・
Ｄ
Ｃ
。
。
。
ｑ
恥
画

嚇
ポ
イ
す
て
〃

へ
）

ⅡⅡⅡⅡⅡⅡ川ⅡlⅡⅡ1 1 川lⅡⅡ' 1Ⅱ丑
三
三
三

三
一
三
二

三
三
三
三

三
三
二

三
三
三
二

三
三

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
二

下
君
田
松
岩
寺
境
内
の
山
桜
が
、
去
年
の
十

一
月
三
日
に
市
指
定
の
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）

に
な
り
ま
し
た
。
推
定
樹
令
三
百
年
、
幹
回
り
五
・

六
ｍ
、
高
さ
二
十
五
ｍ
。
今
年
も
み
ご
と
な
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

□

市
文
化
財
に
指
定

松
岩
寺
の
さ
く
ら

春の全国交通安全運動

4月6日から15日まで

（10日間）

一
ら
野
生
の
サ

ー
来
て
使
、
《
ノ
よ

’
エ 同

じ
市
内
毎

い
ま
は
、

な
っ
た
の
で

壇
に
か
ざ
（

然
に
生
え

難
：
蕊
認
駕
篭
て
み
よ
う
。
米
平
や
大

能
・
上
下
君
田
で
は
、
神
式
の
お
祭
り

や
葬
儀
の
時
、
サ
カ
キ
を
使
わ
な
か
つ

後
し
ば
ら
く

、
－
０

地
へ
入
る
と

、
ノ
雪
．
、
ノ
つ
》

グ
的
？
，
に
ｊ
７
列
１
１

た
。
地
元
に

子
主
め
う
勺
。

つ
ぐ
、
つ
た
鼬
〕

ヒ
ノ

ホ
ク

⑮
自
小
こ
、

然
Ｉ
生
え
た
草

植
生
の

キ
や

〆

、

レ
フ

ク
ロ
Ⅱ
写
真
Ⅱ

》
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

蚤
」
今

交
通
がか

牛
土
、
え
て
い
《
排
，
か
つ

た
つ
ま
で
続
い

は
、
昔
か
ら
戦

モ
デ
ル

ッ
ゲ
の
枝
を
祭

た
り
、
玉
串
を

の
で
あ
る
。
こ

の
一4

ー

力
笙

７
に

V 』

な 他
の

サ
カ
キ
は
目

前
号
か
ら
述
べ
て
き

た
「
自
然
に
生
え
た
草

木
」
と
は
、
人
工
的
に

植
え
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
〃
自
然
の

植
生
を
た
い
せ
つ
に
考

え
て
ほ
し
い
〃
こ
と
を

訴
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

身
近
か
な
例
を
上
げ

便
利
に

の
場
所
か

を
取
っ
て

な
っ
た
。

や
や
一
局

″
禿
Ｌ
よ
の

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
山
野
に
、

初
夏
か
ら
咲
く
こ
の
野
草
は
、
独
特
の

雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
。
花
は
大
き
な

釣
り
鐘
形
で
、
長
さ
が
５
ｍ
も
あ
る

か
ら
、
こ
ど
も
達
が
ホ
タ
ル
を
入
れ
る

の
に
格
好
だ
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
タ
ル

フ
ク
ロ
（
螢
袋
）
と
名
ず
け
ら
れ
た
。

色
彩
は
赤
紫
か
ら
白
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
中
部
地
方
を
の
ぞ
い
て
（
伊
豆
半

島
の
一
部
に
み
ら
れ
た
が
）
日
本
全
土
、

朝
鮮
半
島
、
中
国
、
シ
ベ
リ
ア
に
分
布

し
て
い
る
。
日
本
全
土
か
ら
中
部
地
方

だ
け
ス
ポ
ッ
ト
に
ぬ
け
て
い
る
。
こ
れ

が
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
の
植
生
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
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国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ⅲ
月
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
分
の
保

険
料
の
最
終
納
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
三
十
日
ま
で
な
ら
お
手
持
ち
の
納

付
耆
で
納
め
る
こ
と
か
で
き
ま
す
が
、

も
し
、
こ
の
期
日
を
す
ぎ
る
と
、
日
立

慶
長
元
年
二
五
九
六
）
の
記
事
に

「
妙
春
正
月
廿
三
日
う
わ
宿
彦
衛

門
女
房
」
と
み
え
る
。
寛
永
二
十
二
年

（
正
保
二
年
一
六
四
五
）
に
も
「
乗
連

霊
正
月
二
日
上
宿
八
郎
右
衛
門
五

十
二
才
に
て
死
」
、
慶
安
三
年
二
六

五
○
）
「
本
通
霊
四
月
十
六
日
う

は
じ
く
里
左
衛
門
江
戸
に
て
死
」
と
あ

プ
（
〕
。

「
上
宿
」
は
赤
浜
の
小
字
で
、
下
手

i

;,

◎
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

減“、
歴史('0')q

赤浜妙法寺過去帳

（九十）

志田諄一

民
年
金
だ
よ
り
一 口’

Ｉ
ま
ず
健
康
鰯
衛
生
意
健
婦
ゞ

社
会
保
険
事
務
所
発
行
の
納
付
書
に
よ
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
月
か
ら

り
、
郵
便
局
か
指
定
銀
行
に
限
っ
て
紬
保
険
料
が
六
千
二
，
二
十
円
に
改
定
蚤
具

め
る
こ
と
に
な
り
、
め
ん
ど
う
に
な
り
れ
ま
す
。

ま
す
．
も
う
一
度
納
め
忘
れ
が
な
い
年
金
制
度
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
僅
地
域
社
会
と
力
の
み
な
ら
菰
家
庭
学
校
職
場
↑

全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
保
険
料
の
一
グ
ル
ー
プ
な
ど
地
域
社
会
で
の
取
り
組
一

か
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
の
健
康

引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
一
み
か
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
社
会
全
一

◎
今
月
か
ら

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
現
代
社
会
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
体
が
「
心
の
健
康
を
は
ぐ
く
み
、
支
え
一

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
◎
保
険
料
を
前
納
す
る
と
一
適
応
し
て
い
く
た
め
、
ス
ト
レ
ス
か
た
と
な
の
で
す
．

王
し
て
い
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
社
会
に
合
う
」
｝
」
と
か
と
て
も
た
い
せ
つ
な
｝
旨

国
民
年
金
の
給
付
費
は
年
々
増
加
し

割
り
引
き
さ
れ
ま
す
望
る
の
も
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
．
心
の
健
康
に
少
し
で
も
余
裕
の
あ
る
》

て
お
り
、
今
年
度
も
増
加
す
る
こ
と
力

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ひ
と
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
翌
年
三
月
ま
一
日
頃
ス
ト
レ
ス
を
自
覚
す
る
し
な
い
に
人
は
、
そ
の
余
裕
を
精
神
的
に
悩
ん
で
一

つ
に
は
年
金
を
受
け
る
か
た
が
増
え
る
で
の
保
険
料
を
一
括
納
付
し
ま
す
と
、
一
か
か
‐
わ
ら
ず
、
人
は
い
つ
、
ど
う
に
も
な
い
る
人
に
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一
一

た
め
で
あ
り
、
ふ
た
つ
め
と
し
て
加
入
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
か
月
一
ら
な
い
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
な
人
一
人
の
思
い
や
り
が
、
ゆ
と
り
の
一

期
間
の
長
い
か
た
が
受
給
す
る
こ
と
に
ご
と
に
納
め
る
手
間
か
省
け
る
う
え
、
－
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
あ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
し
一

な
り
、
一
人
あ
た
り
の
年
金
額
が
多
く
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
た
い
へ
ん
便
利
一
、
心
の
健
康
を
保
つ
に
は
、
仙
人
の
努
ょ
ぅ
。

㈹
．
う
ぃ
国
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｊ
“
国
．
、
、
・
一
６
匙
↓
Ｏ
且

な
り
、
一
人
あ
た
り
の
年
金
額
が
多
く
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
た
い
へ
ん
便
利
一
心
の
健
康
を
保
つ
に
は

な
る
た
め
で
す
。
で
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
ざ
い
。
》
ｉ
：
！
；
；
’
１
‐
１
１
！
、
！
‐
…
‘

’

’

’

’

’

三

一

一

一

一

一

一

一

一

三

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

一

一

三

一

一

三

一

一

一

一

一

三

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

母
り

ｒ
謡
哩

細
に
も
「
上
楢
川
」
の
小
字
か
あ
る
。
場
の
地
名
が
あ
り
、
木
戸
が
置
か
れ
て
川
、
；
び
の

上
百
ま
君
子
山
戒
の
東
北
に
あ
た
り
、
い
た
こ
と
か
知
ら
れ
る
。
〃
肌
ょ
記

上
宿
は
竜
子
山
城
の
東
北
に
あ
た
り

城
と
標
高
を
同
じ
く
す
る
向
い
山
的
性

格
を
も
つ
要
術
の
地
で
あ
っ
た
。
「
松

岡

地

理

志

に

も

土
地
至
テ
高
キ
故
上
宿
卜
唱
フ
、
戸

沢
氏
松
岡
在
城
（
竜
子
山
）
ノ
時
、

侍
屋
補
ナ
ル
ョ
シ
、
竜
子
山
ョ
リ
東

北
一
一
当
り
隔
ル
事
二
川
余
、
此
地
ハ

図
ノ
如
ク
東
ノ
入
口
道
ノ
左
右
ニ
土

居
形
ア
リ
、
北
ハ
自
然
ノ
谷
ヲ
堺
上

又
地
面
続
ノ
所
二
堀
ア
リ
、
又
南
西

ニ
モ
自
然
ノ
谷
廻
り
南
西
ノ
間
山
ノ

背
少
ク
、
竜
子
山
ノ
腰
堀
切
通
シ
ニ

続
ケ
リ
、
此
地
東
西
三
町
半
余
、
南

北
一
町
許
リ
ノ
平
地
也
、

と
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
侍
屋
澱
か

並
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
上
宿
か
ら

北
に
約
一
キ
ロ
の
日
棚
道
に
は
、
城
戸

ー』

､､奇イニ高庇-，
守
口
一
合
‐
〉
今
４
言
ｑ
，
訓
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
ｌ
司
佃
‐
刑
・
・
２

－
』
『
》
・
埜
一

」

一
｛
へ
．
方
Ｌ
三
一

一

一
つ
‐
ｑ
》
一
勺
く姥

『
叩
拭

グ
（
色
）
ふ
く
式
４
１
Ｊ
’
一
‐
罰
’
’
》
『
，
Ｙ
『
一
ｉ
，
割
ぬ
Ⅵ
】
“
尋
》
い

． ･1斗一百'句

ワノ､7吋う
,'

油

「
松
岡
地
理
志
」
に
み
え
る
上
宿
の
図

瓦
，
．
ノ
“
、

寺
毎
・

『Ｉ
人耐i

弘"一
／

←

酔
掴
屯
器

四 4'』7 ,,,

r洞両うり、也与参写．
徐悲

－－ニシア
F ,1 1 ,鷹

』
て
よ
．
《

恥
◇
一

田
手戸面

魂
Ｐ
一

茅
．

、
少

４
９
Ｊ

北
永
尭
も
一
か色

生
↓
碓
蝿
、
”
・

“
礼
②

汀

隆

一
や 剣

一
一
重一

胎
理

識
一も■

岬
咽
唖
ね
軋
鏥
－

１
毎
小
心
や
一

一
”
二
一
Ｆ
こ
「
日

岬
濡

lⅡⅡⅡl l l l l l l l l l l I l l I l I l l l l l l l l lll l l l l l l l l l l lll l I l l l l l l Il l l l l l l l l Il l l l l IⅡl l l l l l l l l l l l lⅡ1 1 1ⅡlⅡ

噸聯卿鰄聴卿鰄榊
ｰ

〈,んのHl,生、成長を願って「妊婦教室」および「母

を実施してまい|）ましたが､59年度から下記の通り

ひき続いてご利用ください。

健やかな赤ち

と子の育児教室

変更いたします
が
Ｚ 班 後変 更 月リ

'前期(伽娠満23週までの初妊婦）

毎月第1金曜日（魂1課）

〃 鞘2金曜日（館2課）

,後期(妊娠満24週以降の初妊婦）

毎月第3金曜日（節3課）

〃 第4金曜日（第4課）

･対象：産後2～3か月の産婦及

び乳児

･開催日 ：奇数月第4月曜日

前期(対象君は|司じ）

遇数月第1金曜日（第1課）

遇数月第2金||聰日（第2課）

後期(対象者は|司じ）

奇数月第1金|曜日（第3課）

奇数月第2金曜日（第4課）

妊
婦
教
室

妊
婦
教
室

育
児
数
室

母
と
子
の

廓 ｜ ’

なお、妊婦教室の会場（市民センター） 、時間（午後1時～3時30

分）はともに変更あ'）ません。

詳しくは今月配布予定の「昭和59年度行事予定衛生カレンダー」

をご覧ください。

(1 1）



｜
昨
年
、
五
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
さ

れ
た
丹
生
神
社
に
伝
わ
る
「
棒
さ
さ
ら
」

が
、
地
元
保
存
会
の
か
た
が
た
に
よ
り

演
じ
ら
れ
ま
す
。
家
族
お
そ
ろ
い
で
郷

土
の
民
俗
芸
能
に
接
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

○
と
き
四
月
十
五
日
（
日
）
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
二
時

○
と
こ
ろ
丹
生
神
社
（
下
手
綱
）
境
内

市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
る
次
の
教
室

受
講
生
募
集

丹
生
神
社さ

さ
ら
舞

女
子
柔
道
教
室

○
日
時
五
月
十
三
日
か
ら
七
月
十
五

日
ま
で
の
毎
日
曜
日
（
十
日
間
）
・

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
十
時
三
十
分

○
対
象
者
小
学
校
四
年
以
上
の
女
子

○
参
加
費
六
百
円

三
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
型

○
日
時
五
月
十
四
・
十
五
・
十
七
・

十
八
・
二
十
一
～
二
十
三
日
ま
で
の

七
日
間
。
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十

一
時
三
十
分

○
対
象
者
母
と
子
（
子
は
二
～
五
歳
）

○
参
加
費
五
百
円
（
母
と
子
で
）

へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ

ゐ
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

親
子
健
康
体
操
教
室

遅い春
十数回もの雪を降らせた、寒い永い冬から漸く

解放されて、遅い舂を迎えた。季節は争えないも

ので、雑木林の中には、もう舂雷がうす緑の花芽

をのぞかせている。桜の蕾もふくらみを増し、こ

の分だと今年は、梅も桜も－時に咲くことだろう。

絵と文伊藤龍馬
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泊めてみませんか ミ イな ；
ミ アど ‐

外国人留学生 冒 グを
ミ ル 、 I

11iでは、各家庭に外|J1人留学生を民 竜 ｜ 読1

泊させ、家族か楽しく親善交流をはか 亨プみI
字 、ー〆

日日同］ 『

ることを目的として、毎年「高萩国際 今 のかラ
交流の集い」 を行っています。 ： かせ（
◎とき 4月28日 ・ 291 ’ （民11&| ) ･30日 胃 た会1

．外国人留学生は、 日本語の日常会話 i たへF
： ちボ』

かで､きる学生がほとんどです。
面がライ

･宿泊料は無料でお願いします。 そ話ン 蔦
・用意する食事は、 4月29日の夕食、 こ しテ )i

30日の朝食・昼食の3回。ふだんの を

家庭料理でけつこうです。 串 ：
※民泊を希望する家庭は、 4月23日ま 寺緊善

、に蕊青震貝……"~"Ⅷ ：寵へお申し出ください。

育庭 り楽しく遊ぼうみんなの広場
ﾐ ｸが

母の日に開催 雪と
○日時 5月13日、午前10時から フ

○場所森林公園(お手まき会場跡地） 号

親子でﾞ遊ぶ楽しみ'′ を満喫してみ す

てはいかがでしょうか。

日曜当番医 （

へ
》

I ｣ ⅡⅡ

巾
立
図
書
節
で
は
、
幼
児
・
児
童
を

対
象
に
「
お
は
な
し
会
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
内
容
は
高
萩
の
民
話
や
紙
芝
居

な
ど
を
、
読
み
聞
か
せ
会
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）
の
か
た
た
ち
が
話
し

■
・
・
』
・
宝
Ｆ
■
一
・
・
・
・
二

■■一・・・・二・ユ亀・・・・一二畠・・・Ｆ■・・・寺▲二一■二“・呂画一』・・・・・■畠一邑・・争ヨ・二’■・・■・・・一●呈・・・・・一寺己・・・・・・マーニ・』・・・・・マーニニ・・・・・宇戸マ

※
お
申
し
込
み
は
、
参
加
費
を
添
え
て

市
民
体
育
館
（
盆
二
三
～
二
五
五
二
）

へ
ど
、
「
ノ
ぞ
。

一
図
書
館
で

一
お
話
し
会
一

月の納税4

｜
’|固定

|都市

資産税

（1期）
計画税

限 5月1日

|ゞ期
～人口と世帯～

前月比

人口 33 ．494 （＋41）

男 16,430 (-|-20)

て
く
れ
る
も
の
で
す
。

夢
の
あ
る
子
ど
も
に
育
て
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

○
開
催
日
毎
月
第
四
土
曜
日
、
午
後

二
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

○
場
所
図
書
館
内
の
児
童
コ
ー
ナ
ー

、
⑬

／

ｰ

女 17 ，064 （＋21）

9，958 （＋9）

(59年3月1日現在）

世帯

剋
体
の
不
自
由
な
か
た
へ

文
化
祭
益
金
八
千
九
百
五
十
七
円

○
猪
俣
猛
後
援
会

社
会
福
祉
へ
四
万
二
千
七
百
円

○
束
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

市
民
体
育
館
へ

ぶ
ら
下
が
り
健
康
機
一
機

○
日
本
加
工
製
紙
（
株
）
高
萩
工
場

小
学
校
用
社
会
科
副
読
本
「
は
ば
た

く
高
萩
」
作
成
に
使
用
す
る
た
め

コ
ー
ト
紙
九
十
詫

圀
寄
贈
市
立
図
書
館
へ

古
書
寄
贈

○
大
和
田
き
ぐ
さ
ん
Ⅱ
肥
前
町

○
益
子
泰
拾
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

○
政
井
光
幸
さ
ん
Ⅱ
高
萩

○
古
川
功
さ
ん
Ⅱ
高
萩

○
大
部
和
洋
さ
ん
Ⅱ
秋
山

○
舟
生
光
孝
さ
ん
Ⅱ
有
明
町

○
宇
留
野
正
道
さ
ん
Ⅱ
有
明
町

4月29日 全生堂医院本 町@2306

5月6日 滝川医院春日町⑳31 ()0

全生堂医|塊

白土医院東本町⑳2697

十王医院十王町⑫3266

諸原医院高 戸⑳31 13

5月13日

5月20日

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

(12）


